
島本町二十歳のつどいについて 

 

趣 旨  二十歳のつどいは、二十歳の成人に対し、成人としての自覚を促すとともに

二十歳という節目を祝う目的で実施するもので、実行委員会を組織し、主体的

に実施するものとする。 

なお、実施に際しては、可能な限り、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

めの対策を講じた上で実施する。 

 

日 時 令和５年１月９日（月曜日・祝日（成人の日）） 

    第１回 午前１０時００分～ Ａ地域 

    第２回 午前１１時３０分～ Ｂ地域 

    ※各回の参加対象者を居住区別に設定する。(〇〇校区とは表現しない) 

    ※各回の参加対象居住区は指定するが、他の回への参加は拒否しない。 

    ※各回１４５席の座席を用意し、それ以上の来場者があった場合は、最後列を

設置する。 

    ※各回３０～４０分、入替１時間。 

    ※入替の間に、退場・消毒・開場の作業を行う。 

 

会 場 島本町ふれあいセンター １階 ケリヤホール 

 

対象者 ２７９名（令和４年１月１日現在） 

    （平成１４年４月２日から平成１５年４月１日生） 

 

内 容 式典のみを２回開催する。実行委員企画の第２部は行わない。 

 ※令和元年度からの比較 

実施 中止 実行委員会で検討 ☆各回で内容が違ってもかまわない 

・実行委員によ

る司会 

・国歌演奏（斉唱

は行わない） 

・町長祝辞 

・花束贈呈 

・誓いの言葉（成

人の抱負に代替

の可能性有） 

・実行委員

企画の第２

部 

・集合写真 

・モニター

を設置した

一般観覧席 

・町民憲章朗読 

・祝電披露（実施の場合でも知事の文面紹介のみ） 

・誓いの言葉（しない場合は花束贈呈の新成人から

「成人の抱負」を一言ずつ発言する） 

・そのほか、実行委員のやりたいことがあれば実現

について検討を進める 

 

 対象者数  ２０歳成人数  内男性  内女性  参加率  

令和  ５年 ( ４年度 ) ２７９  

(R4,1/1 現在 ) 

－  

 

－  －  －  

令和  ４年 ( ３年度 ) ２７２  ２１２  －  －  ７７．９  

令和  ３年 ( ２年度 ) ２６５  ２０２  －  －  ７６．２  
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案 内 １２月１日現在、町内に在住する新成人に案内ハガキを発送する。 

 

実行委員会 ・１１月中に第１回を開催する。（年内に１～２回開催予定） 

      ・各小学校区から２名ずつ、合計８名組織する。 

      ・８人で同じ役割分担で２回担うのか、１回目の役割分担と２回目の役割

分担を変更して担うのか、実行委員の意思を尊重する。 

      （１回あたり、司会２人、町民憲章１人、花束４人、誓いの言葉１人） 

      ・式典前日にリハーサルを行う。 

 

舞台装花及び花束 ・壇上に着席している主催者及び来賓から、１回の進行に携わる実

行委員４名に花束を贈呈する。 

 

その他の内容、対策 

・マスクの着用、換気など基本的な感染対策は周知・協力依頼を行う。 

・コロナウイルス追跡システム（ＱＲコードの登録）を導入する。 

・参加者の把握のため、案内ハガキの持参を周知し、入場時に回収を行う。ハガキを持

参していない２０歳成人には、氏名と連絡先の提供を求める。 

・ふれあいセンター入口からケリヤホールまでの青少年コーナー付近の動線を明記し、

式典終了後は速やかに退場するよう声掛けを行い、滞留を防ぐ。 

・送迎などによる保護者等のふれあいセンターへの入場はお断りする。 

・演台のパーテーション等、具体的に対策が見えるように努める 
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令和5年（4年度）島本町二十歳のつどい　当日手配書

☆全員フォーマル　名札・腕章

☆対象者人数　１回目　99人・2回目　172人

☆職員：安藤次長・岡本和・西村・島本・藤井・小林・三井・岡本優

☆事業補助：岩崎・開田・向・田畑

☆青少年指導員：花田・久保・柳・板井・田口・田村

☆実行委員：山城（実行委員長）・鈴木（副実行委員長）・山下・小澤（1回目9:00集合）

石丸（実行委員長）・中村（副実行委員長）・川村・鎌田（2回目10:50集合）

☆公用車　③ハイゼットカーゴ　⑭ハイエース　⑨ハイゼットトラック

（鍵はケリヤに持って行くが、使用は二十歳のつどい終了後）

☆インカム所持者：職員全員、花田・久保・柳・板井

8:30 役場出勤

ほぼ全員 ふれセンへ徒歩移動

最終、警備室に祝電が届いていないか確認

藤井・三井 ③ハイゼットカーゴに乗って移動、直接カラーコーン設置へ

ふれセンと小野薬の間の道にカラーコーン設置、間隔を空
けて駐車禁止カバーもかぶせる

設置終了後、車は役場中庭に戻してからふれセンへ徒歩移
動

8:40 ふれセン到着後

次長・岡本和・西村 ケリア客席に置いている受付や看板を青少年コーナーに出す

来賓受付の設置

物品の確認（長机（白布）１本・来賓名簿・式次第・記
章・検温計・アルコール・筆記用具・連絡票・記載鉛筆
（アンケートペン）・予備マスク・ハガキ入れ・拡声器）

ホワイトボード（祝電・その他掲示物）設置

島本・小林・岡本優 看板設置

地下入口（大①事業名、大①送迎は正面玄関へ）

プラットフォーム（大①事業名（花付き））

地下入口内側受付設営

物品の確認（長机２本・検温計（電池確認）・アルコー
ル・連絡票・記載鉛筆（アンケペン）・記載用ボード・予
備マスク・ホワイトボード（受付や諸注意の拡大コピー
貼ってるやつ）・式次第と啓発物の袋）

藤井・三井 1回正面受付設営

(藤井は設置終了次第
警備)

物品の確認（長机２本・検温計（電池確認）・アルコー
ル・連絡票・記載鉛筆（アンケペン）・記載用ボード・予
備マスク・ホワイトボード（受付や諸注意の拡大コピー
貼ってるやつ）・式次第と啓発物の袋）

ケリヤ入口（ハガキ回収ボックス・アルコール・予備の連絡
票・筆記具・長机）設置
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9:00 花束到着

西村 舞台左袖へ

実行委員（1回目）・青少年指導員・事業補助到着

西村 実行委員に記章装着

進行：岡本和

事務局挨拶：次長

青少年指導員挨拶：花田会長

実行委員長挨拶：山城実行委員長

※朝礼後事業補助は持ち場設営設営に合流

9:00 警備開始（～13:00）

藤井・久保(青)・
警備員3人

正面駐車場

板井（青）・警備員1名 地下駐輪場

・正面駐車場が満車の場合は、中庭に誘導（通常対応）

・警備は、開場時間には入館を促す

・終了後はロータリー付近にたむろしないようにプラット
フォームへ誘導する

9:10 1回目実行委員記念撮影 舞台で撮影

岡本和・岡本優
広報に載ることも考えられるため、笑顔、ポーズ含め数枚
撮影

9:30 各受付始動

来賓受付

次長・岡本和・西村 対象者：町長・教育長・東田議長・大久保副議長

記章の装着、式次第をお渡し

小林 来賓誘導　控室へ（3分前に舞台上に案内する旨伝える）

成人受付

地下入口内側受付 受付共通マニュアル

島本・花田(青)・
岩崎(バ)

・案内ハガキを確認する

1階正面受付 ・ハガキがない方は連絡票を記入してもらう

三井・柳(青)・
開田(バ)・向(バ)

・検温（37.5℃以上の方は平熱をたずね、1℃以上高い方
は入場をお断りする。

※受付補助　岡本優 ・啓発物と式次第（袋入り）を渡す

※付き添いの保護者の入館はお断りするが、1人ひとり確
かめたりはしない。（拡声器を使って通る方全体にアナウ
ンス程度でOK）例「受付を済ませた成人の方は、ケリヤ
ホール前ロビーで静かにおまちください。二十歳のつどい
参加者の付き添いの方は入館をお断りしています。」

※介助が必要な場合など事情のある方は入館ＯＫ（合理的
配慮）

青少年コーナー誘導

田口（青）・田畑（バ）マークにそって整列するように声掛け

車いすの方など誘導が必要な場合は補助する

会場内警備

田村（青） 会場内で騒ぐ成人がいたら注意する

直接注意が困難そうな場合は、職員に連絡する

朝礼

次長・岡本和・青指・
実行委員・事業補助

※レストラン、図書館、その他貸室など使用者は入館可

写真係 主：岡本優→館内・ケリヤ

副：藤井→外回り

・設営などの記録

・実行委員の記念写真

・青指の活動記録

※成人の姿は後ろ姿や小さめが基本
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9:40 開場

舞台袖待機

岡本 舞台袖で待機

来賓受付

次長・西村 来賓受付

緊急時対応

小林 来賓誘導　控室へ（3分前に舞台上に案内する旨伝える）

会場入口

田口（青）・田畑（バ） 案内ハガキ又は連絡票の回収

・どちらもない方はその場で連絡票に記入してもらう

9:55 舞台袖待機

岡本・西村

来賓誘導

小林

開会3分前に舞台上に誘導する

式典中、控室施錠

会場入口

田口（青）・田畑（バ） ケリヤ入口で遅れて来た方などの対応

来賓受付

次長 会場内や入口付近で緊急時の判断を行う

10:00 開会

①開会

②国家演奏

③町民憲章朗読

④町長祝辞

⑤来賓紹介

⑥花束贈呈

⑦誓いの言葉

10:30 閉会

会場入口

田口（青）・田畑（バ） ふれセン内に滞留しないように外へ促す

会場消毒

座席と舞台上の消毒

ケリヤ横トイレ、プレイルーム横トイレも消毒

バイトは消毒作業後、元の受付へ戻る

※受付担当の職員と青指はそのまま受付付近に待機

消毒後、席に横通路に置いてある式次第を置く
小林・田村（青）・
開田（バ）・
向（バ）・岩崎（バ）

花束贈呈は奥から一人ずつ贈呈してもらうよう伝える（去年
と同様）

来賓紹介時に花束準備

演台を一番奥まで移動（小林）

左袖より登壇し、贈呈者に花束を渡す

（岡本→町長・議長、西村→副議長、教育

長）

演台

町長

議長

副議長

教育長

山城

鈴木

小澤

山下

石丸

中村

鎌田

川村

贈呈者が

左手え花に手を

添え

右手で根元を持

会場内、田村さんだ

けなので、入り口付

近職員も中を意識し

1回目 2回目
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10:50 2回目実行委員記念撮影 記章を装着

岡本和・岡本優 舞台で撮影

広報に載ることも考えられるため、笑顔、ポーズ含め数枚
撮影

11:00 来賓受付　次長・岡本和・西村

来賓誘導　小林

地下入口内側受付　島本・花田（青）・岩崎（バ）

1階正面受付　三井・柳（青）・開田（バ）・向（バ）

※受付補助　岡本優

青少年コーナー誘導　田口（青）・田畑（バ）

会場内警備　田村（青）

11:10 開場

舞台袖待機　岡本

来賓受付　次長・西村 　　　　　　　　　　　　　１回目と同じ対応

来賓誘導　小林

会場入口　田口（青）・田畑（バ）

11:25 舞台袖待機　岡本・西村

来賓誘導　小林

会場入口　田口（青）・田畑（バ）

来賓受付　次長

11:30 開会

12:00 閉会

全体として様子を見ながら

・成人を館外へ

・各種物品を撤収

・公用車2台をふれセンへ移動（三井・岡本優）正面駐車場へ

※正面玄関は、まだ人が多い時間帯なので通行注意！！

・物品一覧を確認しながら若山台倉庫、体育館、資料館へ物品を運搬

・教育委員会へ持って帰る荷物をまとめる

・会場や青少年コーナーに羽が散っているなどあれば掃除

・舞台装花は、ふれセン受付にもある程度引き取ってもらう

※プラットホームの看板は写真撮影にも使われるため、ギリまで撤収しない

※本庁に戻ってきて、事業補助の雇用時間に余裕があったら…

・余った啓発物を種類別にわける

・インカムをキレイに入れなおす

・ゴミをゴミ庫に入れに行く

・余った式次第を纏めてゴミ留め

・その他事務局荷物を種類別に分ける、まとめる、しまうなど

2回目の受付では、啓発物

と式次第（袋入り）が各

受付で過不足が生じる恐

れがある。

その際は、インカムか直

接行って対応する。
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令和４年度青少年指導員協議会後期研修（案） 

 

青少年指導員協議会では例年２回の研修（前期研修・後期研修）を実施しており、前期

研修として、大阪府福祉部 子ども家庭局 子ども青少年課の方を講師にお招きして、テー

マ「大阪の青少年非行の現状と課題について」の研修会を実施いたしました。 

後期研修は、令和４年８月２８日（日）に大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーン

センター）８階ホールで開催されました。大阪府青少年指導員連絡協議会研修会（第４４回

「中学生の主張」大阪府大会～伝えよう！君のメッセージの上位５名）のＤＶＤ（３０分程度）

を視聴します。 

 

・日時 令和５年１月２４日（火） 

      第９回定例会終了後 

 

・場所 島本町役場 地階 第５会議室 

 

・内容  

最優秀賞１名（大阪府知事賞） 

守口市立梶中学校        足立 遥    「後悔する前に」 

   優秀賞３名（大阪府教育委員会賞・ＮＨＫ大阪放送局長賞・国際ソロプチミスト大阪賞） 

    大阪府立生野聴覚支援学校  瀧野 結愛  「私の夢」 

    守口市立梶中学校        濱野 愛佳  「優しさを視る」 

    大阪中華学校           長尾 奏花  「考え続ける人に」 

   審査委員特別賞１名 

    茨木市立西陵中学校       森本 佑太  「野菜を育てるということ」 

 

・生涯学習課準備物 パソコン(ウェブカメラ付き)、マイクスピーカー、プロジェクター、スクリ

ーン、テレビ) 

 

11


	1Ｒ４ 構想-コロナ禍の成人祭(11月7日起案用)1.pdf
	2（R4）01表面（案）
	3（R4）02裏面（案）
	5（R4）二十歳のつどいにおけるふれあいセンター内入退場経路図
	7（R4）01会場周辺警備員配置図（R4用）
	8〔こっちでさわる〕令和5年（4年度）二十歳のつどい手配書
	9令和４年度青少年指導員協議会後期研修Ｅ



